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我々の過去の報告では、80 mmの神経欠損の再生が可能であり、形態学的検索では術後 1週間から 6ヶ月まで
の間、チューブ内のコラーゲンスポンジは、神経組織の伸展に必要な誘導骨格の役割を十分に果たしていた。つ
まり、この新しいコラーゲンチューブは、一般的に臨床の現場で遭遇する長い神経の欠損に対しての神経再生に
利用できる可能性を持っていると思われる。 
Kim らは、勃起神経の温存ができない症例に対する根治的前立腺全摘除術の際に、腓腹神経を勃起神経再生用
導管として移植することによって、早ければ 8ヶ月で勃起機能の回復が見られると報告した。彼らの報告では明
白な勃起は術後5ヶ月までには発生しておらず、勃起機能の十分な改善は手術後14-18ヶ月で観察されている。
この勃起神経の機能回復までの期間は、我々の人工神経導管を用いて行った実験結果とほぼ一致しており、人工
神経導管を臨床応用した場合には8ヶ月以降でも、さらなる神経の再生による機能の回復が期待できると考えら
れた。 
今回試みた人工神経導管を利用した下腹神経の再生手術の結果から、癌治療によって摘出を余儀なくされた自
律神経の欠損で起こる機能障害から、合併症の少ない方法で患者の神経機能を回復させる可能性が示唆された。
また、人工神経導管を使用しての機能回復の速度は、自家神経移植による機能回復と同レベルであると考えられ
た。 
 
